
→ 気候変動後の影響（2℃上昇）を考慮するため、東北地方では降雨量の変化倍率として1.1倍を乗じて検討しています。

気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言 改訂版（令和3年4月）より

【解説】気候変動の考え方

A： 河川整備基本方針で想定する計画規模（年超過確率1/150規模の降雨）は、気候変動の影響が出る前の期間※１の
降雨データを基に算定しています。
また、気候変動後の影響を考慮するため、2℃上昇した場合の東北地方における降雨量の変化倍率（約1.1倍※2）
を乗じて算定しています。
この結果、気候変動前の降雨量は基準地点福島で237mm/36h、岩沼で 248mm/36h となり、
気候変動による2℃上昇相当を考慮（降雨量1.1倍）すると福島地点で 261mm/36h、岩沼地点で 273mm/36h となります。

※１：昭和 33 年（1958 年）から平成 22 年（2010 年）までの53 年間
※２：降雨量の変化倍率は、将来の海面水温分布毎の幅や平均値等の評価を行った上で地域毎に算定したもの。
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